
平成26年9月4日

東京工業大学 男女共同参画推進センター

● 対象　　　　　　
本学の卒業生・修了生のうち女性
※ このアンケートは女子高校生の進路選択時の参考資料を作成することを主な目的としているため、留学生は対象に含まれておりません

● 実施方法　　　
① 依頼方法：　 本学に在籍している指導教員等を通じて、連絡先がわかる女性卒業生・修了生へメールまたは郵送で依頼
　　　　　　　　　   蔵前工業会の協力により女性の正会員に郵送で依頼
② 依頼数：　　  1419件
③ 回答方法：　 質問票への記入・郵送、またはWebアンケートフォームへの入力・送信
④ 実施時期：　 平成25年12月25日～平成26年1月27日まで

● 有効回答数
739件

１．基本データ

（１） 年齢を教えて下さい。

(2) 大学・大学院について教えて下さい。
　　１） 大学（学部）

　  2) 大学院（修士課程）

　　3) 大学院（博士課程）

「東京工業大学 女子学生の卒業・修了後の動向に関するアンケート」報告
（単純集計）
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　　4) 博士号取得について

(3) 東工大在学時は、社会人学生(*)でしたか。

(*) 社会人学生とは、入試形態にかかわらず、在職しながらまたは休職して就学している学生とする

(4) 東工大を最終的に卒業・修了したときの学部・学科または研究科・専攻をご記入ください。（※本報告では学科・専攻は省略）

(*1) 1955年7月から1967年5月まで設置
(*2) 工学研究科（1953年設置。1956年に理工学研究科へ改称。）を含む

(5) 東工大を最終的に卒業/修了した時期を教えて下さい。

はい いいえ その他
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理工学部（*1) 理学部 工学部 生命理工学部
理工学研究科（*2) 生命理工学研究科 総合理工学研究科 情報理工学研究科
社会理工学研究科 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科
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２．新卒時の状況

(6) 東工大、他大学を問わず、最終学歴として卒業・修了した直後の就業先等を教えて下さい。

(7) 就業形態を教えて下さい。

(8) 就業先等の業種を教えて下さい。

業種の分類は「日本標準産業分類」（総務省）に基づく。質問票では次の例を示している。 「04 情報通信業」（放送業、情報提供サービス業、新聞・出
版業などを含む）、「06 卸売業、小売業」（商社などを含む）、「09 専門・技術サービス業」（特許事務所、シンクタンク、経営コンサルタント業、純粋持ち
株会社、監査法人、建築設計業、測量業、機械設計業、翻訳・通訳業、広告代理店など）。

NA

10 無職

9 専業主婦

8 他大学等に在籍中

7 その他の就業先

6 自営・起業・フリーランス等

5 財団・社団・NPO・NGO等

4 官公庁 （2，3を除く）

3 公的研究機関

2 大学・教育機関

1 民間企業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正職員 ポスドク・任期付研究員 フルタイムの非正規社員・非常勤職員・派遣社員 パートタイムまたはアルバイト NA

0% 10% 20% 30% 40% 50%

NA

16 その他

15 公務（11～14除く）

14 医療・福祉

13 教育（12除く）、学習支援業

12 学校教育

11 公的研究機関

10 サービス業（9除く）、宿泊業、娯楽業

09 専門・技術サービス業

08 不動産業、物品等賃貸業

07 金融業、保険業

06 卸売業、小売業

05 運輸業、郵便業

04 情報通信業

03 電気・ガス・水道・熱供給業

02 建設業

01 製造業
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(9) 職種を教えて下さい。

３．現在の状況

(10) 現在の状況はどれにあてはまりますか。

(11) 就業先を教えて下さい。

質問票では次の例を示している。「9 専門職（1～8除く）」（弁理士、金融・保険商品開発者、証券アナリスト、アクチュアリー（保険数理士）、経営コンサ
ルタント、記者、学芸員など）、「10 営業職」（営業（法人向・個人向）、販売、技術営業など）、「11 事務職」（人事、総務、経理、財務、広報、販売促進、
マーケティング、生産管理など）。

(*) 定年退職を選択した場合、設問(11)～(15)は、現職で最終の、または現在までに最も重要だと思う仕事の、就業先・形態・業種・職種・職位を選択。

定年

退職

(*)

仕事に従事

学業

に

従事

専業

主婦

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

NA

7 その他

6 自営・起業・フリーランス等

5 財団・社団・NPO・NGO等

4 官公庁 （2，3を除く）

3 公的研究機関

2 大学・教育機関

1 民間企業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

0% 10% 20% 30% 40%

NA

13 その他

12 サービス職

11 事務職

10 営業職

09 専門職（1～8除く）

08 教員‐大学・高専以外、含む塾講師

07 教員‐大学・高専

06 技術者‐その他

05 技術者‐情報処理・通信

04 技術者‐建築・土木・測量

03 技術者‐製造技術（開発以外）

02 技術者‐製造技術（開発）

01 研究者
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(12) 就業形態を教えて下さい。

(13) 就業先等の業種を教えて下さい。

(14) 職種を教えて下さい。

業種の分類は「日本標準産業分類」（総務省）に基づく。質問票では次の例を示している。 「04 情報通信業」（放送業、情報提供サービス業、新聞・出
版業などを含む）、「06 卸売業、小売業」（商社などを含む）、「09 専門・技術サービス業」（特許事務所、シンクタンク、経営コンサルタント業、純粋持ち
株会社、監査法人、建築設計業、測量業、機械設計業、翻訳・通訳業、広告代理店など）。

質問票では次の例を示している。「9 専門職（1～8除く）」（弁理士、金融・保険商品開発者、証券アナリスト、アクチュアリー（保険数理士）、経営コンサ
ルタント、記者、学芸員など）、「10 営業職」（営業（法人向・個人向）、販売、技術営業など）、「11 事務職」（人事、総務、経理、財務、広報、販売促進、
マーケティング、生産管理など）。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正職員 ポスドク・任期付研究員
フルタイムの非正規社員・非常勤職員・派遣社員 パートタイムまたはアルバイト
自営・業務委託・請負 その他
NA

0% 10% 20% 30% 40% 50%

NA

16 その他

15 公務（11～14除く）

14 医療・福祉

13 教育（12除く）、学習支援業

12 学校教育

11 公的研究機関

10 サービス業（9除く）、宿泊業、娯楽業

09 専門・技術サービス業

08 不動産業、物品等賃貸業

07 金融業、保険業

06 卸売業、小売業

05 運輸業、郵便業

04 情報通信業

03 電気・ガス・水道・熱供給業

02 建設業

01 製造業

0% 10% 20% 30% 40%

NA

13 その他

12 サービス職

11 事務職

10 営業職

09 専門職（1～8除く）

08 教員‐大学・高専以外、含む塾講師

07 教員‐大学・高専

06 技術者‐その他

05 技術者‐情報処理・通信

04 技術者‐建築・土木・測量

03 技術者‐製造技術（開発以外）

02 技術者‐製造技術（開発）

01 研究者
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(15) あなたの職位は次のどれに当てはまりますか。

(*1) スタッフ： 一般社員・職員、補助員、教育研究補助員、技術員、ポスドク、研究員
(*2) チームリーダー： 係長クラス、主任研究員、助教・助手

(*3) 管理職： 課長クラス、部長クラス、事業部長クラス、室長クラス、講師、准教授、教授

４．転職・離職について

(16) 離職(*)または転職の経験がありますか。
　　　【離職期間がある場合】その期間は合算してどのくらいありますか。

(17) 　【(16)で「ある」方に伺います】離職・転職の理由を教えて下さい。　（3つまで選択可）

(*) 離職とは、ここでは仕事（自営を含む）をやめて就業していない状態とする。産休・育休・介護休等の休暇・休業は含めない。

スタッフ(*1) チームリーダー(*2) 管理職(*3)
代表・

役員

その他 NA

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40%

NA

14 その他

13 大学院進学、留学

12 定年退職

11 起業

10 任期・契約期間の満了

09 職場の環境、人間関係

08 業務内容または研究内容の変更

07 労働条件

06 自分自身の健康問題

05 家族の介護

04 配偶者の転勤

03 保育園が見つからない

02 出産、育児

01 結婚

選択した割合
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6ヶ月

～1年

1年

～2年

2年

～5年

5年
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～20年

20年～
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ある

（離職期間あり）

ある

（離職期間なし）
ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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(18) パートタイムまたはアルバイトをしていた期間はありますか。
　　　【パートタイムまたはアルバイトをしていた場合】その期間は合算してどのくらいありますか。

５．ライフイベントについて

(19) 配偶者はいますか。(事実婚を含む）

(20) お子さんはいますか。（成人、独立された方を含む）
　　【お子さんが「いる、または、いた」方へ伺います】お子さんは何人ですか。

いる、または、いた いない NA

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない NA

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～3ヶ月

3ヶ月

～6ヶ月

6ヶ月

～1年
1年

～2年

2年

～5年

5年

～１0年

10年

～20年

20年～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる、または、いた いない NA

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人 二人 三人以上 NA

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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(21) 産休・育休・介護休業等の休暇・休業を取得した期間はありますか。
　　【産休・育休・介護休業等の休暇・休業を「取得された」方に伺います】その期間は合算してどのくらいありますか。

　　【(21）で産休・育休・介護休業等の休暇・休業を「取得された」方に伺います】
　　復職はスムーズでしたか。

６．東工大の選択理由について

(22) 東工大を選んだ理由は何ですか。（３つまで選択可）

問題なくスムーズだった

多少問題が

あったがすぐ

に解決された

大いに問題

があって

解決が大変

だった

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～3ヶ月
3ヶ月

～6ヶ月

6ヶ月

～１年

１年

～１年6ヶ月

1年6ヶ月

～2年

2年

～3年

3年

～4年

4年～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

NA

16 その他

15 なんとなく

14 本学卒業生（在学生）の勧め

13 予備校の教員の勧め

12 出身高校（大学）等の教員の勧め

11 家族の勧め

10 合格ライン（センター模試等の結果から判断）

09 課外活動が盛ん

08 国立大学だから

07 都内の大学だから

06 校風が自分に合っている

05 知名度が高い

04 就職に有利

03 めざす専門分野・学科・専攻がある

02 研究環境が優れている

01 教育環境が優れている

選択した割合
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【参考】
過去20年間の女性卒業生・修了生の累計人数

　※同一人物が学部、修士、博士を卒業・修了した場合はそれぞれ1名にカウントしています
   ※1992年度以前の女性卒業生・修了生は反映していません。なお、1992年度までの女性の学部卒業生は累計で430名（推定）です。

  　　　　このアンケート結果を利用されたい場合は、必ず、事前に、用途・目的・引用方法等をご連絡下さい。

　　　　　なお、本結果を加工して引用・利用されたい場合は、その加工データ（情報）をお送りください。

　　　　　加工データ（情報）や引用方法によっては、引用・利用をご遠慮いただく場合もありますので、予めご了解ください。

　　　　　【連絡先】 東京工業大学 男女共同参画推進センター　　　E-mail ： mandw@jim.titech.ac.jp　　TEL：03-5734-7617
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